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野生鳥獣の生態と特徴

　草食性でさまざまな種
類の植物の葉や樹皮など
を食べます。 日中は森林
に、夜間は人 里に下りま
すが、慣れると日中も姿を
見せるようになります。警
戒心の強い動物で、危険
を感じると「ピイッ」とい
う鳴き声を出して、仲間に
危険を伝えます。

　 繁 殖 力 が 強 く、 毎 年
4~6 月頃に平均して4、5 
頭を出産します。 嗅覚がす
ぐれ、鼻先だけで 60㌔程
度のものは持ち上げる力が
あるとされています。ほと
んどの農作物で被害が発
生。農 作 物を食べるだけ
ではなく、踏みつけや掘り
起こしも起きています。

　3~7 月にかけて巣を作
り、一度に 3~5 個の卵を
産みます。ハシブトガラス
と、 ハシボ ソガラスの 2
種類が日本では主に見ら
れます。
　雑食性で、穀類や果実、
昆 虫、 鳥 類 の 卵 やヒナ、
残飯、動物の死体までさ
まざまなものを食べます。

　集団で行動し、活動時
間は通常、日の出から日
没までで、夜間は行動し
ません。被害は季節を問
わず発生し、果物や野菜、
水稲、大 豆、イモ類など
が狙われます。人に慣れる
と家屋に侵入したり、大胆
不敵な行動をとることがあ
ります。

シカ イノシシ カラス サル

【写真説明】
1_ シカが木に角をこすりつけると、そこから菌が入り木が
腐っていきます／２_ イノシシが水稲を踏み荒らし、泥浴び
をした跡／３_ カモ類やカラスによって園芸作物が食べ散ら
かされています

　【特集】野生鳥獣と向き合う
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野生鳥獣による農林水産業や自然環境への被害が問題となっています。 今回はシカ、イノシシ、カラス、サルについて、
その生態や習性などを詳しくみてみましょう。
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最も農作物を荒らす鳥獣は？

出典：農林水産省「令和２年度野生鳥獣による農作物
被害の推移（鳥獣種類別）」　
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　令和２年度の野生鳥獣による農作物
の被害額は全国で161億円。そのうち、
最も被害額が大きい鳥獣はシカで、全
体の 35％。被害額の約 75％をシカ、
イノシシ、カラス、サルが占めています。

大切に育てた農作物や豊かな森林が、野生鳥獣に食べられてしまうなどの被害
が日本各地で増えています。野生鳥獣による被害は、地域に暮らす住民の生活
に大きな影響を与えています。被害を防ぐために私たちに何ができるのか、何を
すべきなのか、一度考えてみませんか。

出典：農林水産省「令和２年度野生鳥獣による
都道府県別農作物被害状況」
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